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みどりを活用した取り組み事例

D.社会資本の一斉老朽化への対応

《公園の魅力アップに向けた社会実験の実施
「榴岡公園」》

■仙台市榴岡公園
（仙台駅東まちづくり協議会と連携し、榴岡公園にお
いて新たな賑わいの創出とサービスの向上を図る社会
実験を実施）

出典：仙台市HP「榴岡公園における社会実験について」

《矢田南部地域まちづくり》
■大阪市東住吉区矢田南部地域まちづくり

（地区内の道路・公園等の再配置を含め、まちの魅力を向
上させ、にぎわいを創出し、交流を促進するまちづくりを
民間事業者の公募により実施）

出典：日本GLP「住民説明会用資料」



公園緑地施設の長寿命化、適切な維持管理

日常メンテナンスの重視

公園整備および管理運営における社会・経済効果実証の重視

「街路樹診断カルテ」の事例 出典：東京都街路樹診断等マニュアル

既存公園の再編、活性化の視点重視

みどりに求められる役割の変化

D.社会資本の一斉老朽化への対応
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まちの資産価値を高める（不動産価値、観光資源価値、など）



E.異常気象に伴う自然災害の頻発化・激甚化
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【全国アメダス1時間降水量50mm以上の年間発生回数】

2011～2020の平
均年間発生回数
（約334回）

※棒グラフ（緑）は各年の年間発生回数を示す（全国のアメダスによる
観測値を1,300地点あたりに換算した値）。太線（青）は5年移動平均値、
直線（赤）は長期変化傾向（この期間の平均的な変化傾向）を示す。

出典：気象庁HP

1976～1985 年の
平均年間発生回数
（約226回）

約1.5倍

動向 局地的な大雨

・局地的なゲリラ豪雨の発生回数は近年大幅に増加し、大阪市においても平成23～25年に大きな被害に見舞われ
ており、市民を災害から守り、市民が安全に暮らせるまちの整備が求められている。

【局地的大雨による浸水被害の状況】

出典：大阪市建設局下水道部調整課HP「集中豪雨被害軽減対策について」
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【近年の台風の発生状況】

出典：第3回みどりのまちづくり審議会資料（平成31年２月）
「台風21号の被害状況と復旧について」

動向 強い勢力の台風による被害

・平成30年の台風21号は、25年ぶりに非常に強い勢力をもって上陸し、大阪市にも倒木発生など多大な被害を与
えた。今後もこうした自然災害の発生は不可避であり、植栽基盤の見直しや生育環境を踏まえた樹種の選定、強
風に耐えうる植栽管理、公園施設の設置管理が求められる。

【台風21号における大阪市の被害状況】

出典：気候変動監視レポート2020 47
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台風の発生数、「強い」以上の勢力の発
生数は、長期的には大きな変化はない



【近い将来発生が想定される大規模地震】

大規模地震発生の予測

・30年以内に西日本全域に大規模な被害を与えると予想される南海トラフ地震をはじめ、近い将来、多くの地震発
生が予想されており、災害時の被害を抑制するとともに避難路、避難場所等となるみどりのあり方が期待される。

出典：内閣府HP「防災情報のページ」 48
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動向


